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（
道
州
制
特
区
法
）
が
制
定
（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
三

日
成
立
）
さ
れ
て
か
ら
一
五
年
、「
道
州
制
特
区
」
が
新

聞
記
事
用
語
と
し
て
使
わ
れ
出
し
て
か
ら
（
二
〇
〇
三
年

八
月
）
二
〇
年
の
経
緯
を
た
ど
り
、〈
消
え
か
か
る
〉「
道

州
制
特
区
」
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い（
２
）。

〈
消
え
か
か
る
〉
現
状

　
「
道
州
制
特
区
」
が
〈
消
え
か
か
る
〉
現
状
を
、
ま
ず

新
聞
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
に
よ
っ
て
観
察
し
て
み
よ

う
。

　

一
般
的
に
、
人
々
の
関
心
が
高
い
事
項
に
つ
い
て
は
、

新
聞
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
る
機
会
も
多
い

と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
は
、
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
世
間
の
関
心
が
低

下
な
い
し
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
と
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
こ
で
、代
表
的
な
新
聞
各
社
の
「
道
州
制
特
区
」

を
取
り
上
げ
た
記
事
の
本
数
を
調
べ
る
こ
と
と
し
た
。

は
じ
め
に

　

二
〇
二
一
年
三
月
二
四
日
第
一
回
定
例
北
海
道
議
会
に

お
い
て
「
北
海
道
道
州
制
特
別
区
域
計
画
の
変
更
」
が
議

決
さ
れ
た
。
こ
の
変
更
議
決
は
、
道
州
制
特
区
法
第
五
条

に
定
め
ら
れ
た
「
道
州
制
特
別
区
域
基
本
方
針
」
の
閣
議

決
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
閣
議
決
定
に
基
づ
く
「
道

州
制
特
別
区
域
基
本
方
針
」
は
、
二
〇
〇
七
年
一
月
三
〇

日
に
最
初
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
、
二

〇
〇
九
年
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
六
年
、

と
一
部
変
更
が
な
さ
れ
、
二
〇
二
一
年
に
再
度
変
更
が
な

さ
れ
た
。
二
〇
二
一
年
の
変
更
に
よ
り
、
計
画
期
間
が
二

〇
二
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
五
年
間
延
長
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、「
北
海
道
道
州
制
特
別
区
域
計
画
」
が
更
新
さ

れ
た
。

　

道
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば（
１
）、「
計
画
の
変
更
素

案
に
つ
い
て
、
市
町
村
に
対
し
て
意
見
聴
取
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
ご
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
同
じ
変
更
素
案
に
つ
い
て
、
道
民
か
ら
の

意
見
募
集
が
お
こ
わ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た
意
見
の
件
数
は

七
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
「
道
州
制
特
区
」
な
ど
に
関

す
る
質
問
が
四
件
、「
道
州
制
特
区
」
は
廃
止
す
べ
き
と

す
る
意
見
が
一
件
で
あ
っ
た
。
残
り
二
件
に
つ
い
て
も
、

「
案
を
修
正
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の
施
策
の
進
め
方
等

の
参
考
と
す
る
も
の
」に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

計
画
変
更
に
至
っ
た
意
見
は
な
か
っ
た
。

　

二
〇
一
六
年
の
計
画
変
更
に
際
し
て
は
、
道
民
か
ら
の

意
見
募
集
を
お
こ
な
っ
た
も
の
の
、
意
見
を
述
べ
た
も
の

は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
は
、「
道
州
制
特
区
」
が
根
付

い
た
と
い
う
よ
り
も
、
道
内
市
町
村
や
道
民
か
ら
も
ほ
と

ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
も

つ
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
忘
れ
去
ら
れ
た
存
在
、い
わ
ば〈
消

え
か
か
る
〉
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
道
州
制

特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

　

佐　

藤　

克　

廣

〈
消
え
か
か
る
〉道
州
制
特
区
制
度

　
― 
分
権
改
革
の
象
徴
か
ら
の
転
落
な
の
か
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各
新
聞
社
の
記
事
に
つ
い
て
「
道
州
制
特
区
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
検
索
結
果
は
図
表
１
の
通
り
で
あ
っ
た（
３
）。

各
新
聞
社
と
も
「
道
州
制
特
区
」
に
言
及
し
た
記
事
の
初

出
は
、
当
時
の
小
泉
純
一
郎
首
相
の
二
〇
〇
三
年
八
月
の

発
言
を
引
用
す
る
記
事
で
あ
っ
た
。「
道
州
制
」
は
、
戦

前
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
制
度
で
あ
り
、
各
新
聞
社
の
記

事
に
も
二
〇
〇
三
年
以
前
か
ら
出
現
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る
。
し
か
し
、「
道
州
制
特
区
」
は
、
検
索
し
た
五
紙

と
も
に
、
二
〇
〇
三
年
八
月
以
前
の
記
事
に
は
出
現
し
な

い
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。「
道
州
制
特
区
」
は
、
二
一
世

紀
の
用
語
・
新
語
と
言
っ
て
よ
い
。

　

図
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、「
道
州
制
特
区
」
に
関
連

す
る
記
事
は
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
の
五
年
間
で
は
そ
れ

な
り
の
数
が
あ
る
も
の
の（
４
）、
そ
の
後
急
速
に
記
事
数
が
減

少
す
る
。『
北
海
道
新
聞
』
の
記
事
数
は
、
他
紙
と
比
較

す
る
と
減
少
幅
が
小
さ
い
よ
う
に
見
え
る
が
、そ
れ
で
も
、

全
体
の
記
事
数
の
割
合
で
見
る
と
、
二
〇
一
三
年
以
降
の

五
年
間
の
割
合
は
、
他
紙
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
か

ろ
う
じ
て
最
近
五
年
で
も
「
道
州
制
特
区
」
が
出
現
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
む
し
ろ
他
紙
と
の
違
い
が
あ
る
と
言
え

る
。

　

新
聞
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
か
ら
は
、「
道
州
制
特

区
」
に
関
す
る
記
事
は
、『
北
海
道
新
聞
』
を
除
い
て
、

近
年
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る（
５
）。
道
州
制
特
区

は
、
一
時
の
勢
い
を
な
く
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
で

は
、
消
え
か
か
り
つ
つ
あ
る
話
題
の
よ
う
に
見
え
る
。

図表１　　新聞社データベースによる「道州制特区」検索ヒット件数

北
海
道
の
対
応
〈
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
〉

　
〈
消
え
か
か
る
〉「
道
州
制
特
区
」
に
北
海
道
（
庁
）
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
道
州
制
特
区

法
は
、
北
海
道
の
み
に
適
用
さ
れ
る
法
律
で
は
な
い
。
と

は
言
う
も
の
の
、
現
時
点
で
「
特
定
広
域
団
体
」
に
指
定

さ
れ
て
い
る
の
は
北
海
道
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
北
海

道
知
事
や
北
海
道
（
庁
）
は
、
こ
の
法
律
の
実
施
に
つ
い

て
大
き
な
関
心
を
も
ち
、
当
事
者
と
し
て
深
く
関
わ
っ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
北
海
道
知
事
や
北
海
道

（
庁
）
は
少
な
く
と
も
「
道
州
制
特
区
」
の
維
持
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
想
像
で
き
る
。実
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

手
が
か
り
と
し
て
、
ま
ず
北
海
道
（
庁
）
の
広
報
活
動
を

見
て
み
よ
う
。

　

北
海
道
庁
は
、
道
民
向
け
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー

ル
で
「
北
海
道
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン 

Ｄ
ｏ
・
Ｒ
ｙ
ｏ
ｋ
ｕ

（
動
・
力
）」（
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
広
報
広
聴
課
）

を
毎
月
二
～
四
回
程
度
発
信
し
て
き
て
い
る
。
と
り
あ
え

ず
、
筆
者
が
受
信
し
た
記
録
の
あ
る
二
〇
一
二
年
一
月
六

日
か
ら
二
〇
二
二
年
九
月
一
日
ま
で
の
約
四
五
〇
通
の

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
記
事
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、「
道
州

制
特
区
」
な
い
し
「
道
州
制
特
別
区
域
」
に
言
及
し
て
い

る
の
は
、
わ
ず
か
に
一
件
、
二
〇
一
三
年
九
月
二
〇
日
の

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

◎　

道
州
制
特
区
の
ア
イ
デ
ア
募
集
!!

　

北
海
道
の
活
性
化
や
道
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
権
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と
ほ
ぼ
同
内
容
の
お
知
ら
せ
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
道
州
制
特
区
法
が
施
行
さ
れ

た
二
〇
〇
七
年
に
は
、
八
件
の
「
道
州
制
特
区
」
関
連
の

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。「
道
州
制
特
区
条
例
」
へ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
関
す
る
お
知
ら
せ
が
三
件
、
そ

の
ほ
か
、
区
域
計
画
ス
タ
ー
ト
、
道
民
か
ら
の
意
見
聴
取

結
果
（
意
見
数
）、
第
一
回
道
州
制
特
別
区
域
提
案
検
討

委
員
会
が
開
か
れ
た
こ
と
、国
へ
の
新
た
な
提
案
（
骨
子
）

へ
の
意
見
募
集
案
内
二
件
を
知
ら
せ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
に
は
、
こ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
、
月
二
回

発
行
さ
れ
て
い
た
の
で
、
二
四
回
発
行
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
で
、
八
回
各
一
件
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

　

二
〇
〇
六
年
に
は
、
四
月
に
二
件
、「
知
事
コ
ラ
ム
」

で
高
橋
は
る
み
知
事
が
道
州
制
特
区
法
案
に
関
す
る
コ
メ

ン
ト
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
「
道
州
制
特
区
」

に
触
れ
た
も
の
は
な
い
。
二
〇
〇
五
年
に
は
、「
道
州
制

特
区
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
出
て
こ
な
い
も
の
の
、「
道

州
制
」
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
な
ど
の

広
報
が
五
件
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
は
、「
道

州
制
」
に
関
す
る
広
報
が
八
件
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
二
〇
〇
四
年
五
月
一
四
日
に
は
「
道
州
制
特
区
に

向
け
た
提
案
（
第
一
回
）」
を
決
定
」
し
た
と
す
る
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
は
、
こ
の
ほ
か
に

も
、
三
月
一
二
日
に
は
、「
道
で
は
、
国
に
お
け
る
道
州

制
特
区
の
動
き
を
も
踏
ま
え
、将
来
の
道
州
制
に
向
け
て
、

モ
デ
ル
的
、
先
導
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
、

今
年
度
内
に
も
『
道
州
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
と
し
て
そ
の
内

容
を
取
り
ま
と
め
、
ま
た
、
四
月
に
は
、
道
州
制
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
い
て
、『
平
成
一
六
年
度
道
州
制
推
進
プ
ラ

ン
』
と
し
て
国
へ
の
提
案
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。」と
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、二
月
一
三
日
に
は
、

参
加
者
の
一
人
が
「
道
州
制
特
区
」
を
含
ん
だ
演
題
で
講

演
す
る
「
道
州
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
案
内
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
小
泉
首
相
が
「
北
海
道
を
道
州
制
特
区
に
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
発
言
し
た
の
が
、
二
〇
〇
三

年
八
月
八
日
で
あ
っ
た
。「
道
州
制
特
区
」
と
い
う
言
葉

が
新
聞
記
事
に
出
て
く
る
の
は
、
翌
日
の
八
月
九
日
か
ら

で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
八
月
八
日
以
降
同
年
一
二
月
ま
で

の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
は
、「
道
州
制
」
が
三
件
出
て
く

る
が
、「
道
州
制
特
区
」
は
出
現
し
な
い
。
こ
の
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
は
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
か
ら
配
信
さ
れ
て
い

る
が
、
二
〇
〇
三
年
七
月
以
前
の
北
海
道
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
関
し
て
言
え
ば
、「
道
州
制
特
区
」
は
二
〇
〇
四
年

二
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
演
題
紹
介
の
一
つ
と
し
て
最
初

に
出
現
し
、
そ
の
後
は
、
道
州
制
特
区
法
案
が
上
程
さ
れ

て
以
降
よ
う
や
く
「
道
州
制
特
区
」
が
出
現
す
る
こ
と
に

な
る（
６
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
は
、
道
州

制
特
区
元
年
と
も
言
え
る
二
〇
〇
七
年
こ
そ
関
連
情
報
が

多
少
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
も
数
件
出
て
く
る

も
の
の
、
二
〇
〇
七
年
以
降
は
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
一

一
年
、二
〇
一
二
年
に
各
一
件
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

新
聞
記
事
よ
り
も
早
く「
道
州
制
特
区
」は
、〈
消
え
か
か
っ

て
〉
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

限
移
譲
の
提
案
を
国
に
行
う
に
あ
た
り
、
ご
意
見
、
ア
イ

デ
ア
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
法
律
や
制
度
の

｢

こ
こ
を
変
え
れ
ば
も
っ
と
良

く
な
る
と
思
う
こ
と｣

な
ど
が
あ
り
ま
し 

た
ら
、
ぜ
ひ
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（
略
）

　

役
所
の
広
報
の
内
容
と
し
て
み
れ
ば
、わ
か
り
や
す
く
、

よ
い
情
報
で
あ
る
と
思
え
る
。
問
い
合
わ
せ
先
は
省
略
し

た
が
、
担
当
部
課
と
電
話
番
号
の
ほ
か
Ｕ
Ｒ
Ｌ
も
記
載
さ

れ
て
お
り
、
過
不
足
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

「
道
州
制
特
区
」、「
道
州
制
特
別
区
域
」
に
つ
い
て
は
、

こ
の
一
件
の
み
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
筆
者
は
衝
撃
を

受
け
た
。

　

こ
う
し
た
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
読
者
は
、
一
般
的
に
は

北
海
道
の
政
策
や
事
業
に
大
き
な
関
心
を
も
つ
方
々
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
〈
デ
ィ
ー
プ
な
〉
北
海
道
応

援
団
と
も
言
え
る
人
々
に
発
信
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に

「
道
州
制
特
区
」
の
情
報
が
ほ
ぼ
無
い
に
等
し
い
の
は
ど

う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

筆
者
の
受
信
記
録
に
残
っ
て
い
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

は
、
二
〇
一
二
年
一
月
以
降
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
前

に
は
活
発
に
情
報
提
供
が
な
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
、
北
海
道
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
こ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
検
索
し

て
み
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
一
年
六
月
一
七
日
、
二
〇

一
〇
年
四
月
一
六
日
、
二
〇
〇
八
年
九
月
一
二
日
に
上
記
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制
特
別
区
域
提
案
検
討
委
員
会
」
の

開
催
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

　

図
表
２
に
示
し
た
よ
う
に
、「
道

州
制
特
別
区
域
提
案
検
討
委
員
会
」

は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
三
〇
日
の
第

一
回
か
ら
二
〇
二
二
年
三
月
三
〇
日

の
第
七
五
回
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
第
一
期
か
ら
現
在
の
第
八
期
ま

で
の
う
ち
、
第
五
期
、
第
七
期
は
委

員
会
は
一
度
し
か
開
催
さ
れ
て
い
な

い
。
第
六
期
も
委
員
会
は
二
回
開
催

さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
第
八
期
の
委

員
任
期
は
、
道
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
れ
ば
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
六
日

か
ら
二
〇
二
三
年
一
一
月
五
日
ま
で

で
あ
る
。
し
か
し
、
委
員
会
は
前
述

の
よ
う
に
、
第
七
五
回
委
員
会
が
二

〇
二
二
年
三
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
だ

け
で
あ
る
。
任
期
中
に
今
後
何
回
か

開
催
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
の
傾
向
か
ら
類
推
す

る
と
、
お
そ
ら
く
せ
い
ぜ
い
一
回
か

二
回
程
度
の
開
催
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ

の
第
一
期
～
第
八
期
の
「
期
」
は
、
こ
の
委
員
会
の
委
員

任
期
が
二
年
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
区
切
り
と
し
て
分
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（
７
）。
と
は
い
え
、
議
事
録
を
見
る

限
り
、
第
五
期
は
、
存
在
し
た
の
か
ど
う
か
曖
昧
で
あ
る
。

第
七
〇
回
と
第
七
一
回
の
委
員
会
の
間
が
不
自
然
に
開
い

北
海
道
の
対
応
〈
検
討
委
員
会
〉

　

北
海
道
（
庁
）
の
対
応
と
し
て
、
次
に
、
北
海
道
知
事

が
国
に
お
こ
な
う
「
道
州
制
特
区
」
提
案
内
容
を
審
議
し

て
も
ら
う
た
め
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
道
州

て
い
る
。
第
七
〇
回
の
議
事
録
の
最
後
に
は
、
事
務
局
か

ら
「
次
回
は
一
〇
月
中
旬
〔
筆
者
註
：
文
脈
か
ら
は
二
〇

一
五
年
を
指
す
と
言
え
る
〕
に
開
催
予
定
で
す
」
と
の
発

言
が
あ
る
の
に
、
結
局
第
七
一
回
は
、
二
〇
一
七
年
六
月

一
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
第
七
一
回
の
議
事
録

で
は
、
淡
々
と
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
長
期
に
わ

た
っ
て
開
催
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
議

事
録
に
書
か
れ
て
い
な
い
。
議
事
録
を
見
る
か
ぎ
り
、
第

七
一
回
の
委
員
構
成
は
、
第
七
〇
回
、
つ
ま
り
第
四
期
と

同
じ
で
あ
る
。

　
「
道
州
制
特
別
区
域
提
案
検
討
委
員
会
」
の
開
催
状
況

を
み
て
も
、
第
四
期
終
盤
の
二
〇
一
五
年
八
月
以
降
は
、

極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
「
道
州

制
特
区
」
は
〈
消
え
か
か
っ
て
い
る
〉
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。
検
討
委
員
会
に
対
し
て
、
知
事
や
北
海
道
庁
が
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
が
、
検
討

委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
庁
側
が
主
導
権
を

握
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
検
討
委
員
会
開
催
の

減
少
は
、
む
し
ろ
北
海
道
庁
側
が
主
導
し
て
い
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

北
海
道
の
対
応
〈
検
討
委
員
会
の
答
申
〉

　

上
述
の
よ
う
に
、「
道
州
制
特
別
区
域
提
案
検
討
委
員

会
」
は
、北
海
道
知
事
の
諮
問
を
受
け
て
、「
道
州
制
特
区
」

提
案
を
お
こ
な
う
機
関
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
程
度

答
申
を
お
こ
な
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

図表２　道州制特別区域提案検討委員会開催状況

〔備考1〕第5期については、明確な区切りが議事録等からは不明である。議事録では第4期の
委員が継続して審議しているように見える。

〔備考2〕第6期～第8期については、各会議冒頭事務局側の挨拶で期数を言明している。

〔備考3〕第70回議事録の最後で事務局は10月第71回を開催予定と述べているが、第71回会議
は結局2年後の2017年6月の開催となっている。この点について、第71回会議録では
なんの言及も確認できない。

　　　　 なお、第69回までの記録は「会議録」となっているが第70回以降は「議事録」となっ
ている。

〔備考4〕この間、2019年4月から北海道知事は高橋はるみから鈴木直道に交代している。

〔出典〕北海道地域行政局行政連携課ホームページを参照し筆者作成	
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移
っ
て
く
る
こ
と
も
法
律
で
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
確
か
に

分
権
に
向
け
た
良
い
制
度
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、

実
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

北
海
道
か
ら
の
「
道
州
制
特
区
」
提
案
を
受
け
て
、
国

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
べ
て
の
提

案
を
受
け
入
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
北
海
道
に
と
っ
て
は
大

成
功
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
は
す
べ
て
の
提
案
を
受
け
入

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

図
表
４
に
示
し
た
よ
う
に
、
北
海
道
は
、
制
度
発
足
以

来
三
三
件
の
提
案
を
国
に
対
し
て
お
こ
な
っ
て
き
た
。「
道

州
制
特
別
区
域
提
案
検
討
委
員
会
」
の
答
申
で
は
三
四
件

（
図
表
３
）
だ
っ
た
も
の
が
、
三
三
件
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
、
図
表
４
の
備
考
欄
に
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
提
案
の
う
ち
、
国
が
現
時
点
で
応
じ
て
い
な

い
提
案
は
、
五
件
で
あ
る
。
こ
の
数
字
だ
け
だ
と
、
提
案

の
多
く
が
認
め
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

で
は
、
図
表
５
に
示
さ
れ
た
内
閣
府
の
『
道
州
制
特
区

事
務
・
事
業
の
実
施
状
況
（
令
和
三
年
度
）』
に
示
さ
れ

て
い
る
事
務
・
事
業
が
わ
ず
か
六
件
な
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ

う
か
。

　

毎
年
発
表
さ
れ
る
内
閣
府
の
『
道
州
制
特
区
事
務
・
事

業
の
実
施
状
況
』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
事
務
・
事
業
は
、

ほ
ぼ
六
件
か
ら
九
件
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
図

表
５
の
二
〇
二
一
年
度
に
お
い
て
も
評
価
対
象
、
す
な
わ

ち
、
継
続
し
て
い
る
事
務
・
事
業
は
、「
道
州
制
特
区
」

制
度
が
開
始
さ
れ
た
二
〇
〇
七
年
度
に
移
譲
開
始
さ
れ
た

も
の
が
三
件
の
ほ
か
、
そ
の
後
は
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
二

　

図
表
３
は
、「
道
州
制
特
別
区
域
提
案
検
討
委
員
会
」

の
答
申
数
を
示
し
て
い
る
。
同
一
年
月
日
に
い
く
つ
か
の

内
容
を
盛
り
込
ん
だ
答
申
が
な
さ
れ
て
お
り
、
同
一
年
月

日
に
出
さ
れ
た
答
申
を
ま
と
め
て
第
○
回
答
申
と
道
庁
で

は
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
回
の
答
申
に
い
く
つ
の
項

目
、
つ
ま
り
答
申
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
か
を
、「
答
申

の
数
」
欄
に
記
載
し
た
。
答
申
内
容
は
、
全
部
で
三
四
項

目
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、「
道
州
制
特
区
」
制
度
導
入
初
期
に

答
申
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
回
答
申
か

ら
第
四
回
答
申
ま
で
が
、
第
一
期
の
「
道
州
制
特
別
区
域

提
案
検
討
委
員
会
」
か
ら
の
答
申
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

回
に
含
ま
れ
る
答
申
件
数
は
、
全
三
四
件
中
二
七
件
で
あ

り
、
約
八
割
の
答
申
が
第
一
期
に
集
中
し
て
い
る
。
第
五

回
答
申
は
、
第
二
期
の
検
討
委
員
会
で
出
さ
れ
、
第
六
回

答
申
は
、
第
四
期
の
検
討
委
員
会
で
出
さ
れ
て
い
る
。
第

一
期
、
第
二
期
、
第
四
期
以
外
の
「
道
州
制
特
別
区
域
提

案
検
討
委
員
会
」
で
は
、
会
議
は
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、「
道
州
制
特
区
」
提
案
と
し
て
答
申
す
べ
き
項
目
が

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、第
六
回
答
申
以
降
は
、

急
速
に
会
議
回
数
も
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
道
州
制
特
区
」
提
案
を
お
こ
な
う
た
め
の
要
と
言
っ

て
よ
い
「
道
州
制
特
別
区
域
提
案
検
討
委
員
会
」
の
答
申

が
途
絶
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
会
議
回
数
も
極
端
に
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ア
リ
バ
イ
」
的
に
会
議

が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
い
を
も
た

ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
で
も
、〈
消
え
か
か
る
〉「
道
州
制

特
区
」
へ
の
対
応
が
、
知
事
や
北
海
道
（
庁
）
側
か
ら
お

こ
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
し
、
む
し
ろ
、

〈
消
え
か
か
る
〉こ
と
を
助
長
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

国
の
対
応

　

北
海
道
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
道
州
制
特
区
推

進
法
は
、
北
海
道
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
、
国
か
ら
地
方

へ
の
権
限
移
譲
等
を
段
階
的
に
積
み
重
ね
て
い
く
た
め
の

仕
組
み
と
な
る
部
分
と
、
実
際
に
権
限
を
移
譲
す
る
上
で

必
要
な
個
別
の
法
令
改
正
等
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。」
と
あ
り
、「
こ
の
よ
う
な
権
限
を
移
し
て
ほ
し
い
、

こ
の
法
律
を
こ
う
改
正
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
を
北
海

道
知
事
が
総
理
大
臣
に
直
接
言
う
こ
と
が
で
き
、さ
ら
に
、

国
か
ら
権
限
が
移
っ
て
く
る
と
き
は
、
お
金
も
セ
ッ
ト
で

図表３　道州制特別区域提案検討委員会の答申
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用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
北
海
道
の
提
案
を
受
け
た
も
の

の
、
全
国
自
治
体
に
適
用
す
る
と
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

「
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
、
北
海
道
独
自
の
地
域
づ
く
り

を
ど
う
行
う
か
、
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
す
る
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
宣
言
が
空
し
く
聞
こ
え
る
扱
い
が
な
さ
れ
た
提
案
で
あ

る
と
言
え
る（
８
）。

な
ぜ
〈
消
え
か
か
る
〉
の
か
〈
道
州
制
特
区
の
位
置

づ
け
〉

　

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
道
州
制
は
全
国
的

な
仕
組
み
で
す
が
、
北
海
道
は
県
の
合
併
を
経
な
く
て
も

道
州
制
に
移
行
で
き
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
を
全
国
に
先

駆
け
て
道
州
制
の
モ
デ
ル
と
す
る
特
別
な
区
域
に
し
よ
う

と
す
る
の
が
道
州
制
特
区
で
す
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、「
道
州
制
特
区
」
に
つ
い
て
必
ず
し
も
正
確
に

表
現
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
道
州
制
」

と
し
て
何
が
目
指
さ
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
制
度
設
計

が
な
さ
れ
る
の
か
、
長
年
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
て

き
た
も
の
の
、
確
定
的
と
呼
べ
そ
う
な
の
は
、「
複
数
の

都
府
県
が
合
体
し
た
も
の
」
程
度
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
「
道
州
制
の
モ
デ
ル
」
な
る
も
の
は
、
存
在

し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
存
在
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
モ
デ
ル
を
ど
の
よ
う
に
追
い
か
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
部
に
は
、「
道
州
制
特
区
」
は
、「
地
方
分
権
の
モ
デ

ル
的
な
取
組
」
（
９
）と
す
る
議
論
も
あ
っ
た
。し
か
し
、一
方
で
、

第
二
八
次
地
方
制
度
調
査
会
第
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た

〇
一
〇
年
度
ま
で
各
一
件
で
あ
る
。
一
〇
年
以
上
前
の
も

の
が
継
続
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。も
っ
と
も
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
海
道
か
ら
国
へ
の
提
案
は
、

六
回
三
三
件
し
か
な
く
、
最
後
の
第
六
回
提
案
も
二
〇
一

四
年
四
月
一
〇
日
で
あ
り
、
八
年
前
の
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
後
述
す
る
北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
道
州
制

特
区
」
に
つ
い
て
の
説
明
で
は
、「
国
か
ら
権
限
が
移
っ

て
く
る
と
き
は
」
と
あ
る
が
、「
国
か
ら
〈
北
海
道
〉
に

権
限
が
移
っ
て
く
る
と
き
は
」と
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
「
北
海
道
」
と
い
う
文
字
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

図
表
４
か
ら
読
み
取
れ
る
、
国
が
応
じ
て
い
な
い
提
案

五
件
に
、「
道
州
制
特
区
」
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

事
務
・
事
業
六
件
を
加
え
た
合
計
一
一
件
と
、
全
提
案
三

三
件
と
の
差
二
二
件
の
う
ち
一
〇
件
は
、
そ
も
そ
も
提
案

さ
れ
た
内
容
は
提
案
時
点
の
法
制
度
等
で
実
現
可
能（「
現

行
制
度
の
ま
ま
対
応
可
能
で
あ
る
旨
を
通
知
」
あ
る
い
は

「
現
行
制
度
で
対
応
可
能
な
範
囲
を
明
確
化
し
通
知
」）
で

あ
る
と
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
特
に
「
現
行
制
度
の
ま
ま

対
応
可
能
で
あ
る
旨
の
通
知
」
と
さ
れ
た
提
案
四
件
は
、

そ
も
そ
も
「
道
州
制
特
区
」
で
提
案
し
な
く
て
も
実
現
可

能
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
事
案
で
あ
る
。こ
れ
は
、

分
権
に
向
け
て
、
積
極
的
に
北
海
道
が
対
処
し
て
い
な
い

こ
と
、つ
ま
り
、法
律
等
の
範
囲
内
で
で
き
る
こ
と
を
〈
自

己
規
制
〉
し
た
の
か
、
法
制
度
上
で
き
な
い
と
思
い
込
ん

で
い
る
こ
と
が
露
呈
し
た
事
案
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

　

残
り
の
法
改
正
や
政
令
等
の
改
正
に
よ
り
対
応
す
る
等

と
さ
れ
た
提
案
に
つ
い
て
は
、「
道
州
制
特
区
」
と
し
て
、

つ
ま
り
「
特
定
広
域
団
体
」
と
し
て
の
北
海
道
だ
け
に
適

二
〇
〇
四
年
三
月
一
日
、
地
方
制
度
調
査
会
の
事
実
上
の

事
務
局
最
高
幹
部
と
い
っ
て
よ
い
当
時
の
香
山
充
弘
総
務

事
務
次
官
は
、「
道
州
制
特
区
は
、
権
限
移
譲
が
ち
ょ
っ

と
あ
る
だ
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を『
道
州
制
』

だ
と
言
わ
れ
る
の
は
困
る
」
と
発
言
し
た
と
さ
れ
る
（
（1
（

。
こ

の
発
言
に
は
、
総
務
省
幹
部
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
の
「
道

州
制
特
区
」
構
想
が
「
権
限
や
財
源
移
譲
を
十
分
に
伴
わ

な
い
『
道
州
制
』
の
悪
例
と
な
っ
て
は
た
ま
ら
な
い
」
と

い
う
思
い
が
あ
る
と
い
う
（
（1
（

。「
道
州
制
特
区
」
は
、
そ
の

発
端
か
ら
し
て
、
実
は
「
地
方
分
権
の
モ
デ
ル
」
な
ど
で

は
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

当
時
の
北
海
道
知
事
高
橋
は
る
み
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る

広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
法
案
が
検
討
さ
れ

て
い
る
最
中
の
二
〇
〇
六
年
四
月
二
八
日
付
け
「
北
海
道

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
に
以
下
の
よ
う
な
知
事
コ
ラ
ム
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
少
々
長
い
が
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
み
よ

う
。

　
「
新
年
度
が
始
ま
っ
て
、
は
や
一
ヶ
月
。
道
州
制
特
区

推
進
法
案
の
関
係
で
、
東
京
、
札
幌
と
目
ま
ぐ
る
し
く
駆

け
回
る
日
々
で
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
道
州
制
へ
の
私
の

考
え
を
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

道
州
制
は
、
私
た
ち
が
本
当
に
必
要
と
す
る
地
域
主
権

の
確
立
や
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。

そ
し
て
、
今
回
の
道
州
制
特
区
は
、
道
州
制
を
実
現
す
る

た
め
の
第
一
歩
で
す
。
こ
れ
を
活
用
し
て
、
そ
の
内
容
を

い
か
に
膨
ら
ま
せ
て
い
く
か
が
重
要
で
、
省
庁
の
強
烈
な

抵
抗
の
中
、
流
れ
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
前
に
、
世
に
出
す
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図表４　北海道提案に対する国の対応
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〔出典〕内閣府『道州制特区事務・事業の実施状況（令和３年度）』

　　　　（2022年３月）より作成

〔備考〕第３回答申については、図表３では「６」となっているが、本図表では５項目である。その理由は、第３回答申６
　　　　番目提案「将来の基礎自治体の新モデルを作る中核市制度の創設」については、検討委員会が提案時期を「制度の

候補となる地域にとって適切な支援となる時期を選ぶよう留意していただきたい」との付帯意見を付けたため、北
海道から国への提案がなされていないためである。

〔出典〕北海道地域行政局行政連携課ホームページを参照し筆者作成

図表５　国から移譲された事務・事業

〔出典〕内閣府道州特区担当室ホームページ

図表６　道州制特区連携・共同事業の内容及び関係府省
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な
ぜ
〈
消
え
か
か
る
〉
の
か
〈
特
区
の
濫
立
〉

　

道
州
制
特
区
は
、
法
律
に
基
づ
く
制
度
で
あ
り
（
（1
（

、
法
律

が
廃
止
さ
れ
な
い
限
り
、
継
続
さ
れ
る
し
、
大
幅
な
改
正

が
お
こ
な
わ
れ
な
い
限
り
、
現
行
の
仕
組
み
の
ま
ま
継
続

す
る
。
こ
れ
に
伴
う
条
例
（「
北
海
道
道
州
制
特
別
区
域

推
進
条
例
」）
も
制
定
（
二
〇
〇
七
年
七
月
）
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、「
道
州
制
特
区
」
は
、「
道
州
制
」
と
名
は
つ

く
も
の
の
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
「
道
州
制
」
は

そ
も
そ
も
確
定
的
な
概
念
と
は
言
え
な
い
し
、
意
地
悪
く

言
え
ば
、
北
海
「
道
」
に
適
用
さ
れ
る
の
だ
か
ら
「
道
」

州
制
と
い
う
程
度
の
枕
詞
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
「
特
区
」
の
方
で
、「
道
州
制

特
区
」
制
度
は
、「
構
造
改
革
特
区
」
な
ど
の
「
特
区
」

制
度
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　
「
構
造
改
革
特
区
」
制
度
は
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。「
道
州
制
特
区
」
は
二
〇
〇
六
年
末

の
法
律
制
定
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
六
月
に

は
「
総
合
特
区
」
制
度
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
二
〇
一
三
年

一
二
月
か
ら
は
「
国
家
戦
略
特
区
」
制
度
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。「
特
区
」の
濫
立
と
も
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
特
区
は
、

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
が
担
当
し
て
い
る
。「
地

方
創
生
」
の
推
進
力
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
構
造
改
革
特
区
、
総
合
特
区
、
国
家
戦
略
特
区
の

情
報
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
道
州
制
特
区
」
に
つ
い

て
の
情
報
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
「
道
州
制
特
区
」
を
除
く
三
つ
の
特
区
制
度
の
違
い
に

つ
い
て
、
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
は
、
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。

　
「
全
国
か
ら
の
提
案
募
集
を
通
じ
、
現
場
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
規
制
改
革
の
ニ
ー
ズ
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

構
造
改
革
特
区
、
総
合
特
区
、
国
家
戦
略
特
区
の
三
つ
の

特
区
制
度
を
措
置
し
て
き
ま
し
た
。
構
造
改
革
特
区
は
、

一
旦
措
置
さ
れ
た
規
制
改
革
事
項
で
あ
れ
ば
、
全
国
ど
の

地
域
で
も
活
用
で
き
る
制
度
で
す
。
総
合
特
区
は
、
地
域

の
特
定
テ
ー
マ
の
包
括
的
な
取
組
を
、
規
制
の
特
例
措
置

に
加
え
、
財
政
支
援
も
含
め
総
合
的
に
支
援
す
る
制
度
で

す
。
国
家
戦
略
特
区
は
、
活
用
で
き
る
地
域
を
厳
格
に
限

定
し
、
国
の
成
長
戦
略
に
資
す
る
岩
盤
規
制
改
革
に
突
破

口
を
開
く
こ
と
を
目
指
し
た
制
度
で
す
。
三
つ
の
特
区

こ
と
が
最
優
先
で
あ
り
、
今
が
そ
の
『
と
き
』
と
判
断
し

ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
ま
ず
世
に
出
す
、『
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く

育
て
る
』
こ
れ
が
今
後
の
道
州
制
の
推
進
を
考
え
る
上
で

必
要
で
は
な
い
か
と
。

　

一
旦
生
ま
れ
れ
ば
、
子
育
て
と
同
じ
、『
地
域
ぐ
る
み
』

で
大
き
く
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
う
し
た
思

い
で
、
私
自
身
、
地
域
に
出
向
き
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
道
民
み
ん
な
の
た
め
の
道
州
制
へ
と
育
て

て
い
き
た
い
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
意
見
こ
そ

が
、省
庁
と
戦
う
強
い
武
器
に
も
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

　
「
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育
て
る
」
と
す
る
比
喩
が
適

切
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、創
設
さ
れ
る
「
道
州
制
特
区
」

制
度
は
、
必
ず
し
も
知
事
の
考
え
る
十
分
な
形
態
の
制
度

で
は
な
い
と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
よ
う
に
読
め
る
。
知
事

の
認
識
で
は
、「
道
州
制
」
は
、「
私
た
ち
が
本
当
に
必
要

と
す
る
地
域
主
権
の
確
立
や
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め

の
ツ
ー
ル
」
で
あ
っ
て
、「
道
州
制
特
区
」
は
、
そ
の
「
道

州
制
」
を
実
現
す
る
た
め
の
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
と
の
認

識
が
あ
っ
た
（
（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
〈
勢
い
〉
で
「
道
州
制
特
区
」

制
度
を
作
っ
た
も
の
の
、
関
係
者
の
認
識
・
思
惑
は
一
致

し
て
い
な
い
。
制
度
が
発
足
し
、
運
用
段
階
と
な
っ
て
、

認
識
の
ズ
レ
の
ほ
こ
ろ
び
が
大
き
く
拡
が
っ
て
い
っ
た
こ

と
が
、〈
消
え
か
か
る
〉原
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

図表７　特区制度のあゆみ

〔出典〕内閣府地方創生推進事務局
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他
の
三
つ
の
特
区
と
異
な
る
点
は
、「
道
州
制
特
区
」
は

さ
し
あ
た
り
北
海
道
の
み
に
適
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
道
州
制
特
区
」
制
度
は
、
他
の
特
区

制
度
の
中
に
埋
没
し
て
い
く
運
命
に
あ
る
よ
う
に
も
見
え

る
。
や
は
り
〈
消
え
か
か
る
〉
の
で
あ
る
。

〈
消
え
か
か
る
〉
宿
命
を
ど
う
と
ら
え
る
か

　

制
度
発
足
か
ら
約
一
五
年
、「
道
州
制
特
区
」
と
い
う

言
葉
が
人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
っ
て
約
二
〇
年
が
経

過
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
道
州
制
特
区
」
が
残
念
な
が

ら
〈
消
え
か
か
っ
て
〉
い
る
こ
と
を
、
い
く
つ
か
の
デ
ー

タ
か
ら
明
ら
か
に
し
、
そ
の
原
因
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

そ
の
一
部
を
述
べ
て
き
た
。「
道
州
制
特
区
」
は
、
そ
の

草
創
期
か
ら
危
う
さ
を
孕
ん
だ
制
度
で
あ
っ
た
と
も
言
え

る
。
こ
う
し
た
制
度
の
創
設
は
、
関
係
者
の
思
想
・
考
え

方
の
違
い
を
飲
み
込
ん
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く

は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
の
合
成
の
結
果
、
妥
協
の
産

物
と
し
て
制
度
創
設
が
お
こ
な
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
稀

で
は
無
い
。
そ
の
結
果
、
制
度
の
目
的
、
戦
略
が
拡
散
し
、

あ
ら
ぬ
方
向
に
向
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。「
道

州
制
特
区
」
制
度
も
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し

た
と
は
言
え
な
い
制
度
で
あ
っ
た
（
（1
（

。
幸
か
不
幸
か
、
こ
の

制
度
は
、あ
ら
ぬ
方
向
に
向
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、

〈
消
え
か
か
る
〉
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

こ
の
制
度
が
「
地
方
分
権
の
推
進
役
」
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
こ
の
二
〇
年
ほ
ど
の
間
に
分
権
が
進
み
、「
道
州

制
特
区
」
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
、
目
的
を
達
成
し
つ

つ
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
制
度
自
体
が
〈
消
え
か
か
る
〉

の
は
問
題
で
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
果
た
し
て
「
分
権
が
進
ん
だ
」
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
か
。「
分
権
」と
言
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
う
る
。

「
国
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
分
権
」、
す
な
わ
ち
中
央
政
府

の
ス
リ
ム
化
、
財
政
支
出
の
削
減
を
強
調
し
、
些
末
な
事

務
・
面
倒
な
判
断
を
自
治
体
に
丸
投
げ
す
る
「
分
権
」
も

あ
り
う
る
。
当
時
の
高
橋
は
る
み
知
事
が
二
〇
〇
六
年
の

コ
ラ
ム
で
目
指
し
た
よ
う
な
、
住
民
や
自
治
体
が
主
体
的

に
判
断
で
き
る
自
治
の
領
域
を
拡
大
す
る
こ
と
に
貢
献
す

る
「
地
方
側
か
ら
み
た
分
権
」
が
ど
れ
だ
け
進
ん
で
い
る

の
か
を
基
準
に
し
て
考
え
る
と
、
分
権
が
進
ん
で
い
る
と

は
言
え
な
い
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
立
て
で
あ
る
。
で

あ
る
な
ら
ば
、「
道
州
制
特
区
」
は
、
分
権
の
推
進
役
と

し
て
は
そ
れ
ほ
ど
貢
献
し
な
い
ま
ま
〈
消
え
か
か
る
〉
運

命
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

そ
も
そ
も
「
道
州
制
特
区
」
は
、
分
権
の
推
進
役
で
は

な
か
っ
た
、
そ
の
よ
う
な
役
割
は
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
、
と
見
る
な
ら
ば
、
へ
た
に
「
道
州
制
特
区
」
の
役
割
・

重
要
性
を
強
調
し
て
、い
び
つ
な
分
権
に
向
か
う
よ
り
は
、

「
消
え
か
か
る
」方
が
健
全
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
〈
消
え
か
か
る
〉「
道
州
制
特
区
」
制
度
が
、
こ
の
ま
ま

消
え
て
し
ま
う
の
か
、
細
々
と
命
脈
を
保
ち
な
が
ら
存
続

す
る
の
か
、
予
測
す
る
の
は
難
し
い
。
道
民
の
多
く
が
、

こ
の
制
度
に
関
心
を
持
ち
、
北
海
道
の
自
治
の
進
展
に
貢

献
す
る
制
度
だ
と
認
識
す
る
な
ら
ば
、「
道
州
制
特
区
」

制
度
は
復
活
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
消
え
ゆ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
国
家
戦
略

特
区
と
構
造
改
革
特
区
と
の
提
案
を
一
体
で
受
け
付
け
る

な
ど
、
連
携
し
て
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。」

　

国
家
戦
略
特
区
等
の
内
容
に
は
、
こ
こ
で
は
深
入
り
し

な
い
が
、
説
明
を
読
ん
で
そ
れ
ら
の
違
い
が
容
易
に
理
解

で
き
る
よ
う
な
制
度
で
は
な
い
と
言
え
る
。

　
「
道
州
制
特
区
」
に
つ
い
て
は
、
首
相
官
邸
の
政
策
会

議
の
一
つ
と
し
て
、
道
州
制
特
別
区
域
推
進
本
部
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
区
と
「
道
州
制
特
区
」
の
関

連
に
つ
い
て
、
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
「
道
州
制
特
別
区

域
基
本
方
針
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

る
（
（1
（

。
た
だ
し
、
こ
の
説
明
の
中
に
は
、「
国
家
戦
略
特
区
」

へ
の
言
及
は
な
い
。

　
「
本
法
〔
道
州
制
特
区
法
：
筆
者
註
〕
に
よ
る
広
域
行

政
の
推
進
と
地
方
分
権
改
革
は
、
と
も
に
地
方
分
権
の
推

進
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
特
定
の
区
域
を
設
定

し
、
法
令
の
特
例
措
置
を
適
用
す
る
仕
組
み
で
あ
る
構
造

改
革
特
区
や
、
規
制
の
特
例
措
置
、
税
制
・
財
政
・
金
融

上
の
支
援
措
置
を
総
合
的
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
総

合
特
区
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
自
立
的
発
展
と
い
う
目
的

に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な

役
割
分
担
の
下
で
緊
密
に
連
携
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
す

る
。」

　

こ
の
説
明
を
読
ん
で
も
、
三
つ
の
特
区
制
度
と
「
道
州

制
特
区
」
の
実
質
的
違
い
が
ど
こ
の
あ
る
の
か
は
、
判
然

と
し
な
い
。「
現
場
か
ら
の
声
を
聞
く
こ
と
」「
規
制
緩
和

の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
」「
財
政
支
援
を
お
こ
な
う

こ
と
」
と
い
っ
た
点
は
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
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（
６
）　

当
時
の
高
橋
は
る
み
知
事
の
コ
ラ
ム
は
、
二
〇
〇
三
年

か
ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
「
道
州
制
特
区
」
で
は
な
く

「
道
州
制
」
に
強
く
こ
だ
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
七
年
以
降
、
知
事
コ
ラ
ム
に
「
道
州
制
」

「
道
州
制
特
区
」
は
出
現
し
な
い
。

（
７
）　

各
期
の
委
員
の
任
期
は
二
年
で
あ
る
が
、
継
続
し
て
い

る
委
員
も
い
る
。
第
二
期
に
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
以
外
、

そ
の
他
の
各
期
す
べ
て
で
継
続
し
て
い
る
委
員
も
い
る
。

（
８
）　
「
道
州
制
特
区
」
関
連
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
北
海
道
と

国
と
の
連
携
・
共
同
事
業
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

省
略
す
る
。
図
表
６
参
照
。

（
９
）　
『
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２

０
０
５
』、
二
〇
〇
五
年
六
月
二
一
日
閣
議
決
定
。
同
方

針
で
は
、「「
地
方
分
権
の
モ
デ
ル
的
な
取
組
」
と
し
て
の

い
わ
ゆ
る
『
道
州
制
特
区
』
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
推
進

す
る
。」
と
し
て
い
る
。

（
10
）　
『
北
海
道
新
聞
』二
〇
〇
四
年
三
月
二
日
及
び
一
四
日
。

（
11
）　
『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
三
月
一
四
日
。

（
12
）　

知
事
の
「
道
州
制
」
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、

間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、知
事
と
し
て
は
「
自
治
」

に
関
す
る
一
つ
の
認
識
を
示
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

（
13
）　
「
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
克
廣
「
実
現
し

な
い
〈
道
州
制
〉
と
実
現
し
た
道
州
制
特
別
区
域
法
」（『
開

発
論
集
』
第
七
九
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
を
参
照
。

（
14
）　
「
道
州
制
特
別
区
域
基
本
方
針
」（
二
〇
二
一
年
二
月
五

日
一
部
変
更
）
参
照
。

（
15
）　
「
道
州
制
特
区
」
制
度
の
創
設
期
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
方
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ

た
り
、
佐
藤
克
廣
「
北
海
道
道
州
制
特
区
構
想
の
行
方
―

道
州
制
北
海
道
モ
デ
ル
は
実
現
す
る
か
」（『
月
刊
自
治
研
』

二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

【
追
記
】　

本
稿
脱
稿
後
久
し
ぶ
り
に
近
所
の
知
り
合
い
に
会

う
機
会
が
あ
っ
た
。
放
送
局
を
定
年
退
職
し
た
方
で
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
熱
心
な
方
で
あ
る
。
立
ち

話
の
互
い
の
近
況
報
告
雑
談
つ
い
で
に
「
道
州
制
特
区
を

ど
う
思
い
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
道
州
制
特

区
で
す
か
？
道
州
制
な
ら
知
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
道
州
制

特
区
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。」
と
答
え
が
返
っ
て
き
て

し
ま
っ
た
。
大
学
で
は
社
会
学
を
専
攻
し
、
い
ろ
い
ろ
な

知
識
も
豊
富
な
方
で
あ
っ
た
の
で
、
ま
さ
か
「
道
州
制
特

区
」
を
知
ら
な
い
と
は
想
像
す
ら
で
き
ず
、
そ
の
答
え
は

大
変
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。「
道
州
制
特
区
法
と
い
う
の
が

あ
っ
て
…
」
と
簡
単
な
説
明
を
し
て
み
た
も
の
の
、「
ほ

ん
と
に
聞
い
た
こ
と
な
い
で
す
ね
。」と
言
う
の
で
あ
る
。

　
　
　

本
稿
の
テ
ー
マ
は
「
道
州
制
特
区
」
制
度
が
道
民
に
は

知
れ
渡
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
制
度
が
〈
消
え
か

か
る
〉
運
命
に
あ
り
そ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
筆
者
の
認
識
は
甘
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
も
そ
も
「
道
州
制
特
区
」
制
度
は
、
北
海
道
民
に
さ
え

ろ
く
に
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。〈
消

え
か
か
る
〉
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
が
亡
霊
に
近
い
も

の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
む
な
し
い
も
の
が
あ
る
。

＜

さ
と
う　

か
つ
ひ
ろ
・
北
海
学
園
大
学
法
学
部
教
授＞

く
運
命
に
あ
る
と
言
え
る
。

〔
本
稿
は
、二
〇
二
二
年
度
北
海
学
園
大
学
学
術
助
成（
共

同
研
究
）
を
受
け
た
調
査
・
研
究
の
一
部
で
あ
る
。〕

（
１
）　

本
稿
に
お
け
る
デ
ー
タ
は
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
、

北
海
道
庁
及
び
首
相
官
邸
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
煩
雑
を
避
け
る
た
め

各
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
省
略
す
る
。
最
終
参
照
日
は
、
い

ず
れ
も
二
〇
二
二
年
八
月
三
一
日
で
あ
る
。

（
２
）　
「
道
州
制
特
区
」
は
、正
確
に
は
「
道
州
制
特
別
区
域
」

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
「
道
州
制

特
区
」
と
い
う
用
語
を
使
う
こ
と
と
す
る
。

（
３
）　
「
道
州
制
」
や
「
道
州
制
特
別
区
域
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
検
索
す
る
と
異
な
っ
た
記
事
件
数
と
な
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
。「
道
州
制
」
と
す
る
と
地
方
制
度
調
査

会
の
議
論
な
ど
多
く
の
記
事
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。「
道
州
制

特
別
区
域
」
だ
と
限
ら
れ
た
記
事
し
か
ヒ
ッ
ト
し
な
く
な

る
。
ほ
と
ん
ど
の
新
聞
社
が
「
道
州
制
特
区
」
と
い
う
用

語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、「
道
州
制
特
区
」
で

検
索
し
た
。

（
４
）　

五
年
に
区
切
っ
て
記
事
数
を
検
索
し
た
の
は
、
状
況
を

見
え
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
五
年
の
区
切
り

は
、二
〇
二
二
年
三
月
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
５
）　
『
朝
日
新
聞
』
の
最
近
五
年
の
一
件
は
、
国
政
選
挙
に

際
し
て
の
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
取
り
上
げ
た

も
の
で
あ
り
、
時
期
は
異
な
る
も
の
の
、『
毎
日
新
聞
』

の
一
件
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
道
州
制
特
区
」
に

つ
い
て
の
何
ら
か
の
話
題
を
取
り
上
げ
た
記
事
で
は
な
い
。


